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神戸うまいもんガイド
‘〕

神戸で唯・のどじょう料理導門店。夏は北陸、北海道、冬

は九州から取り寄せて、－．－年中おいしいどじょうを絶やしま

せん。どじょうを扱うご主人の包丁さばきは、まさに芸術品。

シャキッとしたゴボウの歯ざわりがｎ世の柳川鋼、イカダ焼

やカバ焼が灘の塙桝によく合います。夏場には蛙料理もお赫

め品です。
どじょう

‐;曇作

｜
詞勇受屋廿 . ．■
竪延．・ﾏ ｰ ｰ ？

あげたての天ぷら、新鮮な旬の魚、季節のお料理……板前

料理の包丁さばきは、吟味された材料で生かされます。四季
の内然に青くまれた瀬戸内の味覚を、老舗の板前が心をこめ

てお料理、神戸ならというところでしょうか。

お気' 雁にお門し上りいただけるカウンターから、ご宴会、

同窓会など会合にお使いいただけるお座敬まで。
季節料理

● 犠禰
本店／大丸前三宮神社東T E L ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 5 7 7 2

１１：３０A M ～９ＰＭ毎水曜休
支店／さんちか味ののれん街T E L ( 0 7 8 ) 3 9 1 - 5 2 3 3

１０A M ～９ＰＭ第２．３水曜休
一一ノノ

此
詳
膿
一［ 可.FＨ

﹇
閉

神戸市中央区元町通2 - 7 - 2 0
TEL(078)321-0539

1 1 ：３０A M ～１０：ＯＯＰＭ日曜休（月末営業）

・神戸で唯一のどじょう料理専門店

詞【
，ド

ＩＭｉ

〆〆

・味の中の味
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f雲一
Ａ

●シェフのおすすめは“海の幸，，
オーベックファンとは、フランス語で「見事なくちばし」

の意。料理の味にはどこまでもうるさくという願いがこめら

れています。フランス料理のうち、特に. , 海の幸”がシェフ

のおすすめ品。ウニと舌ヒラメのパイ包み、伊勢エビのシチ

ューが自慢料理です。もちろん、神戸肉を使った肉料理もご

澗足いただけます。夜景の素暗しさもご澗喫ください。

し
-211難伽

神戸市灘区岩屋中町4 - 2 - 1 5 島文第３ビル９Ｆ
、(0 7 8 ) 8 8 1 - 1 5 3 0

１１：３０A M ～１０：３O H M 無休

一 1

ボーﾄビア'８１と

●ひと味ちがったステーキハウス
本物の味を手軽な値段で、を基本にお客様に気持ちよく食

事していただくよう入口店長以下若いスタッフが情熱を傾け
ています。山小屋風のロマンチックな店内に立杭焼の器も神

戸らしいセンスのよさ。ヤングからアダルトまでに人気のひ

と味ちがったステーキハウス“ハング”にきっと覚女も首っ
たけになると思います。

ステーキ＆ハンバーグ

ヘi(fii蝋
神戸市中央区北長狭通3 - 2 - 1 3

TEL(078)331-7537
１１：３０A M ～９：o 0 R M 無休
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神戸うまいもんガイド

私

』

高級料理から大衆料理まで、食通の中国人も、これは美味
いと太鼓判を押すほど、味･ 品数ともに定評がある。料理長
の李昌玲さんは、テレビの料理番組に出演したり、オリエン
タルホテルで中国料理の講師も務めている。一品料理以外で
は、７品にビール２本がついて7 5 0 0 円のフレンドリーコースが
おすすめメニューｃ昼間には日変わりのサービスランチもあ
る。宴会は予算に応じて相談にのってくれる。

中国料理

紫 和飯店
神戸市中央区栄町通１－２－２８
大丸西口中華街ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 9 2 - 1 9 8 2
１１: 0 0 A M～8 : 3 0 1 1Ｍ火曜休み

－ｲノ

日本人なら誰でも大好きなおそば。美味しく味わうには、

典立てといって挽き立て､ 打ち立て､ 苑でたての３つが大切で

す。布引庵では本物の手打ちそばの味をお客様に味わってい

ただこうと、真心こめてそばを打ち上げ、鮪で加減にも心を

くばっています。ゆったりとした雰囲気の上、駐車場も完備
しておりますので、どうぞお越しください。

手打生そば

能' 竜
神戸市中央区生田町８丁目国体道路浜側
ＴＥＬ(078)242-0789
１１; 1 5 A M ～5 : 3 0 ＦＭ祝・日休

●一品からコースまで本場の味を・布引に足を運んで舌つづみ
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で気楽にお楽しみ下さい。出前、パーティも可。

が人気の的です｡ カウンターで､ お座敷で､ お好きなスタイル｜いただきます。

一ｉ

７

I､ビア'８１ど

･ 美食家の社交場にようこそ・アットホームな雰囲気で
“小さなやすらぎ,，と“人と味とのふれあい”を大切にす、.ｍ・joi1,のミーコ(そi川みつ子)がワシントンホテルの地下
る､お好み焼き・鉄板焼きの店です｡メニューは､やきやき焼き１階に新しい店、西洋膳澗陸サンタズキチンを開きました。
(洋風お好み焼き.コーヒー付１，０００円)､牛肉入野菜焼き(1,200欧風割戒料理の前菜を気楽にI味わっていただくお店です。お
円)などのほか、２枚食べたらダダになるジャンボ( 1 , 5 0 0円）箸にあう料理を逃ばせていただき、和食器にて門しｋがって

､Ｌ

美食家の気! 隆な酒場として、ご利用くださいませ。
託憩坐冨記5 画Ｉ

S a n t a 9 s K i t c h e n
唱芳三口勾玉キ琴．

神戸市中央区下山手通２－１１－５
神戸ワシントンホテルＢ１ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 2 - 3 9 2 3
5 : 3 O P M ～1 : 3 0 A Ｍ日曜休

神戸市中央区中山手通２－１８ほらふきビル1 Ｆ
( にしむら瑚誹本店西1 0 米）ＴＥＬ( 0 7 8 ) 2 2 2 - 6 5 5 6
1 1 : O O A M ～4 : 0 0 A Ｍ年中無休
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Ｑ

幅
広
い
周
に
人
気
の
あ
っ
た
「
キ
ャ
ン

テ
ィ
抑
誤
眉
」
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
，
大
幅
Ｆ
に

変
え
な
が
ら
も
、
残
し
た
い
部
分
は
そ

の
ま
ま
に
し
て
と
い
う
店
づ
く
り
で
蕊
》

一
転
，
オ
ー
プ
ン
。
神
”
一
戸
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
－
Ｆ
に
誕
生
し
た
、
そ
の
名
も
「
ト

ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
」
。
ヤ
ー
ン
グ
・
ア
岬
タ
ル

ト
の
．
パ
ブ
リ
ッ
ク
，
シ
ア
タ
ー
と
し
て

里
‐
く
も
人
気
を
博
し
て
い
る
。

榊
店
内
を
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分

け
『
ま
し
．
た
。
つ
ま
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・

バ
ー
、
ピ
ア
ノ
・
バ
ー
、
ラ
ウ
ン
ジ
ー

フ
ロ
ア
、
カ
ク
テ
ル
・
コ
ー
ナ
ー
、
し

、

‐
☆
｛
崖
斗
談
会
ノ
ノ
蔀
和
し
い
｛
眉
蝿
つ
く
り
を
今
寄
宮
え
る

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

１
１ｉ

綱
島
離
総
髄
癒
霊
澱
ま
‐
〉

金
丸
正
博
翁
丸
瞳
鍾
股
計
迩
主
諺
．

テ
ル
ニ
テ
ラ
サ
社
畏
〉

ノ

軍
キ
ャ
ン
テ
ィ
マ
ス
タ
ー
〉

新
し
い
店
づ
く
り
の
決
定
版

市
民
性
と
文
化
性
を
と
り
入
れ
た

ぃキ中よいわり梼も金い中りづそた応店オテ榊けそば忠中てねた采しを施
ぃャ島うなる方の丸・島人くれとしが１イれんいい島くｃりＩ肱てつ躯
モンかい人ととでれりはいた出ソのそばない、るそ兄な者くは
デテそくとたいいす榊したでまうと来ドよのな意仕設施われた蚊えり目
ルィのダちううねさ力、こすさのいヒシう結ら味事計工けがりでなが分
とは意メみもよ ･ んもと ･ に力、うつクな果なかと省業で話す、いちの
い、味だんのりのムでつ私、かたスユ、いらしの者すしる客とで経
え今かつなをもキダすまがそ、わなニこん三て意と。合必槻いす験
る後らてが、、ヤなねり希ん時け面’ので位完図しう嬰的けがや
での、い真店今リ遊ｃ、望な代でもクトし一成をてこ性なな、辿
し店こう剣づ後アび遊し店を、あさムよ体し感もとが１１い客昧
よづのこにくのが方びてで先時りも・うとまじ、であででをだ
うく卜と考り店生で心いす取代とあキねなせな施生り、す対け
ねりムでえにのんはをるねりにいりへ．、らんけ正まま背ね象で
｡ の，して関あだなと店瞳し対う、ンなれれのれすえ。と店

し

金
丸
正
博
〈
金
丸
豊
股
計
室
主
宰
〉

〃

左より中島博志さん、樹晴夫さん、金丸正博さん

ス
ト
ラ
ン
の
五
つ
で
す
。
し
か
も
一
フ

ロ
ア
全
体
を
多
目
的
に
利
用
で
き
る
フ

リ
ー
な
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
考
え
も
取
り

入
れ
て
い
る
の
で
す
。

金
丸
一
フ
ロ
ア
に
こ
の
五
つ
の
コ
ー

ナ
ー
を
配
置
し
て
い
る
の
で
、
色
調
の

変
化
や
照
明
、
フ
ロ
ア
の
段
差
な
ど
で

各
コ
ー
ナ
ー
の
独
立
性
を
感
じ
さ
せ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
わ
け
で
す
。

●
中
島
榊
さ
ん
自
・
身
、
常
に
新
し
い
試

み
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

画
碑
ホ
テ
ル
‐
内
の
店
と
い
う
と
、
健
康

的
で
解
放
的
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
方
向
づ

け
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
性
と
文
化
性

を
と
り
入
れ
た
店
づ
く
り
が
私
の
希
い

で
し
た
。

，
中
島
い
い
も
の
を
作
ら
な
い
と
ダ
メ

で
す
ね
。
神
戸
で
仕
事
を
し
て
い
る
と

っ
く
づ
く
実
感
と
し
て
感
じ
ま
す
ね
。

そ
の
意
味
で
施
工
業
者
と
し
て
は
い
い

仕
事
を
一
生
懸
命
や
っ
た
と
い
う
感
じ

で
す
。

金
丸
施
主
と
設
計
者
、
施
工
業
者
、

こ
れ
が
一
体
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い

で
す
ね
。
例
え
ば
設
計
す
る
場
合
に
大

切
な
の
は
「
人
」
で
す
ね
。
つ
ま
り
、

榊
さ
ん
を
よ
く
知
ら
な
い
と
で
き
な
い

の
で
す
。
で
な
い
と
出
来
・
上
り
に
そ
の

人
の
〃
に
お
い
“
が
し
な
い
ん
で
す
。

榊
そ
う
い
え
ば
作
る
ま
で
に
金
丸
さ

ん
と
よ
く
議
論
し
合
い
ま
し
た
ね
。

金
●
丸
そ
う
で
な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。

店
づ
く
り
は
、
施
主
、
設
計
者

施
工
業
者
の
三
位
一
体
が
必
要
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邑 、園 鍾牙
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司寓
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陰

鑑

建築設計監理・店舗設計監理

罰金丸建築設計室
インテノレニ

‐１

１
■

雲霧錘 咳
Ｐ
Ｆ
Ｆ
一
一
Ｌ
，

鱗
鯉

騨
認
隈

繁栄を創る

磯
翻
“

ご星署１．

離農f罰 9 m

ｌ
－

Ｐ

ｌ

、

癖

〆垂へ

トム・キャンティて
フレンドリーなＫＯＢＥを

店舗企画設計施工
ご相談ご用命お待ちいたしております
ＰＨＯＮＥ(078)242-1881

トム･キャンフーィ
神戸市中央区下山手通２丁目1 1 - 5

神戸ワシントンホテル1 Ｆ
ＰＨＯＮＥ(0 7 8 ) 3 3 1 - 2 1 2 2
P M 5 : 0 0 ～A M 2 : ００年中無休

神戸市中央区中山手通４丁目1 - 1 0
山の手シャルマン5 Ｆ
PHONE(078)392-0501

尋

トム・キャンティ店内
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、
１，バロンがポートアイランド・東急ボートアベニューにオープンしました。

琉王白色の夢と香りを五月の風に…

☆英国風喫茶・レストラン三宮さんブラザ店念3 9 1 ‐1 7 5 8 ＡＭｌｌ：００～R M 9 ：００
☆ヨーロッハ食品と雑貨三宮さんプラザ店壷3 9 1 - 1 3 7 5 ＡＭ１１：００～P M 9 ：００
☆コーヒーショップセンター街店念3 2 1 - 4 6 2 6 1 1 Ｍ９：００～R M l O ：００
★コーヒー＆レストランポートアイランド店念3 0 2 - 1 0 1 7 ＡＭｌＯ：００～剛９：００
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５
月

‐
ル
神
戸
労
演
皇
員
．
２
０
０
．

円
一
般
・
２
１
０
０
円

★
創
作
劇
「
い
く
と
せ
故
郷
き
て
み
れ
ば

ｌ
わ
が
幻
の
犬
童
球
渓
」

銅
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
豊
員
．
２
５
０
０
円

作
演
出
芙
西
信
行
隠
協
津
一

郎
、
左
右
肌
一
平
地
井
光
代
ほ
か

☆
劇
団
幻
実
測
場

「
出
航
」
新
た
な
る
ロ
マ
ン
へ
の
曳
航

さ
あ
闇
に
向
っ
て
ｌ
過
去
を
葬
り
去

る
た
め
に
／

”
日
（
水
）
躯
日
（
木
）
６
時
半
生

瓜
製
境
内
前
売
・
１
２
０
０
円

当
日
・
１
５
０
０
円

弘

週
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
２
７
０
０
円
Ａ
・
２
４
０
０
円

★
小
林
旭

躯
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
民
音
／
盆
会
員
・
２
７
０

０
円

★
芦
屋
交
響
楽
団

晒
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
９
０
０
画
Ｍ

★
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会
／
赤
松
二
郎

サ
キ
ソ
フ
ォ
ー
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

八
音
楽
Ｖ

☆
ヘ
ン
リ
ー
パ
ー
セ
ル
の
世
界

８
日
（
金
）
７
時
宝
塚
ベ
ガ
ホ
ー
ル

ー
５
０
０
円

出
演
／
佐
野
健
二
、
西
村
喜
子
、
神
谷

徹
ほ
か

☆
神
戸
市
民
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

「
神
戸
の
日
記
」
演
奏
会

９
日
（
土
）
６
時
鋤
分
神
戸
文
化
巾

ホ
ー
ル
前
売
・
３
０
０
円

☆
神
戸
商
大
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ

９
日
（
土
）
４
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
３
５
０
円

★
神
戸
音
楽
友
の
会
合
唱
団

哩
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
８
０
０
円

★
神
戸
女
子
薬
科
大
学
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ

週
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
４
０
０
円

☆
松
山
千
春

〔
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
）

神
戸
っ
子
愛
読
者
を
左
記
の
他
し
物
に

割
引
優
待
致
し
ま
す

蕊
超
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
市
教
育
会

館
前
売
・
５
０
０
円
当
日
・
７
０

０
円 ★

赤松二郎 松山千春

☆
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
会
／
港
か
ら
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

晦
日
（
日
）
４
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
２
０
０
０
円

☆
ゴ
ダ
イ
ゴ

塑
日
（
月
）
①
３
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
２
８
０
０
円
Ａ
・

２
５
０
０
円
Ｂ
・
２
２
０
０
円

☆
ノ
ー
ラ
ン
ズ

翠
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
３
０
０
０
円
Ａ
・
２
５
０
０
円

☆
神
戸
室
内
合
奏
団
デ
ビ
ュ
ー
コ
ン
サ
ー

ト型
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
般
・
２
５
０
０
円
学
生
・
１

８
０
０
画
旧

☆
ル
イ
ジ
．
。
．
チ
ェ
レ
ギ
ン

理
日
（
日
）
３
時
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教

会
前
売
・
２
５
０
０
円
当
日
・
３

０
０
０
円

☆
大
橋
純
子

顕
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
２
５
０
０
円

☆
片
山
さ
と
子
・
岩
井
秀
昭

ソ
プ
ラ
ノ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
夕
べ

酷
日
（
月
）
７
時
県
民
小
劇
掛

１
５
０
０
円

★
メ
イ
ナ
ー
ド
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン

妬
日
扉
◇
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
３
８
０
０
回
暇
Ａ
・
３
０
０
０
ｍ
ｕ

Ｂ
・
２
５
０
０
円

☆
団
伊
玖
磨
・
立
川
清
登
２
人
会

錘
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ａ
・
２
５
０
０
円
Ｂ
・
２
０
０

０
ｍ
肥
Ｃ
ｏ
１
５
０
０
ｍ
ｕ

☆
ニ
ュ
ー
・
ハ
ー
ド
ｖ
Ｓ
ブ
ル
ー
・
コ
ー

ツ塑
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
借
楽
・
和
楽
の
間
７
０
０

０
円
（
ビ
ー
ル
、
料
理
つ
き
）

出
》
吟
／
宮
間
利
之
と
ニ
ュ
ー
・
ハ
ー
ド

森
寿
男
と
ブ
ル
ー
・
コ
ー
ッ
、
し
ば
た

は
つ
み
、
金
子
晴
美
司
令
『
／
岡
田
真

澄
八
演
劇
Ｖ

★
劇
団
文
化
座
「
あ
め
ゆ
き
さ
ん
の
歌
」

理
日
傘
①
ｌ
お
日
（
土
）
６
時
巧
分

”
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

☆
も
と
ま
ち
寄
席
・
恋
雅
亭

「
鳴
呼
、
は
る
か
な
り
我
が
寄
席
ば
や

し
」ｍ

日
（
日
）
６
時
半
元
町
・
凧
月
蟻

ホ
ー
ル
前
売
・
１
０
０
０
円
当
円

・
１
２
０
０
円

出
演
／
人
生
幸
朗
・
生
恵
幸
子
、
広
沢

瓢
右
術
門
、
笑
福
亭
松
餌
、
桂
森
蝶

☆
市
民
映
画
劇
場
「
木
靴
の
樹
」

型
日
（
木
）
１
浬
日
（
金
）
６
時
半

調
日
（
土
）
１
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル

ﾛ カルメンヨ

八
そ
の
他
Ｖ

☆
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌
劇
場
バ
レ
エ

９
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
８
０
０
０
円
Ａ
・
７
０

０
０
円
Ｂ
・
６
０
０
０
円
Ｃ
・
５

０
０
０
円
学
生
・
３
０
０
０
円

１
１１３
１

★
片
山
さ
と
子
・
岩
井
秀
昭

ソ
プ
ラ
ノ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
夕
べ

５
月
弱
日
（
月
）
７
時
兵
脈
県
民
小

劇
場

１
５
０
０
円
を
１
３
５
０
円

●
愛
読
者
優
待
席

ご
希
望
の
方
は
篭
話
で
神
戸
っ
子
編
築

室
優
待
係
雷
３
３
１
１
２
２
４
６
八
川

崎
Ｖ
ま
で

☆
港
か
ら
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
”
日
（
日
）
４
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

指
揮
／
北
村
恵
昭
管
弦
楽
／
エ
ト
ス

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ピ
ア
ノ
／
尾
上
享
子
、
坂
本
恵
子

声
楽
／
羅
清
水
、
井
上
和
世
、
池
内
光

宏
、
、
山
本
裕
之

２
０
０
０
円
を
１
８
０
０
円
に

劇団幻実劇場

☆
ウ
ィ
ー
ン
の
森
少
年
合
唱
団

６
月
訓
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

Ａ
・
２
５
０
０
円
Ｂ
・
２
２
０
０
１

Ｃ
・
１
８
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
ト
リ
オ
の
夕
べ

７
月
型
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

ピ
ア
ノ
／
中
村
紘
子
、
バ
イ
オ
リ
ン
／

海
野
義
雄
、
チ
ェ
ロ
／
堤
剛

Ａ
・
３
０
０
０
円
Ｂ
・
２
５
０
０
円

Ｃ
・
２
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
世
界
の
う
た
と
よ
も
や
ま
ば
な
し

団
伊
玖
磨
十
立
川
清
登
２
人
会

５
月
妬
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

Ａ
・
２
５
０
０
円
Ｂ
・
２
０
０
０
円

Ｃ
・
１
５
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



㎡

坐 画
一

﹈ 函 《
津､
;趣
i蕊
響

R
霊
譲
騨
勺

蔚鶏‘
蝿

霊I鶏iｌ

瀞
鰯 霧

瑚
認

紗鯵惨
塀

礎
適
園

喜恩
デﾐ
ｷ聯
､－

；

麓

偽
一

一 一 一

静羅
蔚謹
霧蕊
蕊

今

野

溺
洲
ｅ
－
炊
夏
Ⅷ
瓶
柵

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ｚ
，
配

そ
れ
は
去
る
雪
の
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
ま
た
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
の
件
た
ち
が
、
こ
の
親
馬
鹿
父
ち
ゃ
ん
を
こ
の
上
な
く
、
感
激

さ
せ
た
ひ
と
こ
ま
で
あ
る
。

【
雪
を
取
っ
て
と
泣
い
た
神
ち
ゃ
ん
】

そ
の
日
も
、
ま
つ
先
に
神
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
は
じ
め
た
。
手
順

は
、
運
動
場
へ
の
引
戸
を
開
け
て
や
る
と
、
さ
っ
と
運
動
場
へ
一

度
は
と
び
出
る
毎
日
。
そ
の
出
て
行
っ
た
神
ち
ゃ
ん
の
寝
部
屋
の

汚
れ
を
、
ホ
ー
キ
で
荒
ゴ
ミ
を
と
り
、
ウ
ン
チ
や
シ
ッ
コ
は
水
道

で
洗
っ
て
や
る
。
ち
ょ
っ
と
荒
ゴ
ミ
を
捨
て
に
出
て
行
っ
た
ら
、

神
ち
ゃ
ん
は
、
そ
の
す
き
を
ね
ら
っ
て
水
道
ホ
ー
ス
を
い
じ
っ
て

遊
ぶ
、
次
に
水
洗
を
は
じ
め
た
父
ち
ゃ
ん
の
眼
線
を
盗
ん
で
、
ホ

ー
キ
や
ち
り
取
り
を
持
ち
歩
い
て
遊
ぷ
、
そ
ん
な
い
た
ず
ら
っ
子

に
、
〃
こ
ら
ノ
．
″
と
叱
っ
て
い
て
も
、
そ
の
知
恵
者
ぶ
り
を
何
と

も
う
れ
し
く
思
う
私
で
あ
る
こ
と
、
お
解
り
頂
き
た
い
。

掃
除
が
終
わ
っ
た
あ
と
で
、
ミ
カ
ン
や
リ
ン
ゴ
、
暖
か
い
日
に

は
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ま
し
て
や
る
。
そ
し
て
、
次
の
類
人
猿
舎
へ
と

坂
を
の
ぼ
っ
て
行
く
父
ち
ゃ
ん
だ
。
そ
の
日
も
、

「
神
ち
ゃ
ん
行
っ
て
く
る
よ
／
」

､ 尋損

野●

曇褒群騨鈍、買岱

鎌k、
灘等乾;R瓢』

「
抱
い
て
ほ
し
か
っ
た
ん
か
？
」
も
う
一
度
繰
り
返
し
て
触
ら
せ

て
や
っ
て
も
、
や
は
り
、
神
ち
ゃ
ん
は
泣
き
や
ま
な
い
。
「
ウ
ー

ウ
、
ウ
ー
ウ
」
と
ま
さ
に
幼
児
の
べ
ソ
泣
き
声
を
出
し
、
し
か
も

両
手
を
さ
し
出
す
の
で
あ
る
。

「
も
う
知
ら
ん
、
ジ
ョ
ー
ー
ー
や
チ
ェ
リ
ー
が
待
っ
て
る
さ
か
い
、

行
く
で
」

私
は
泣
き
わ
め
く
神
ち
ゃ
ん
を
ふ
り
切
っ
て
外
に
と
び
出
て
、

は
っ
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
あ
っ
ノ
．
そ
う
か
、
神
ち
ゃ
ん
こ
の
一

面
ま
つ
白
な
雪
の
こ
と
い
う
て
た
ん
や
／
、
」

私
は
、
ま
だ
誰
も
踏
ん
で
い
な
い
新
雪
の
園
内
の
雪
を
思
い
き

り
か
き
集
め
、
バ
ケ
ツ
で
神
ち
ゃ
ん
に
持
た
せ
て
や
っ
た
。

そ
れ
は
、
な
ん
と
も
い
え
ぬ
。
人
間
幼
児
そ
の
ま
ま
神
ち
ゃ
ん

は
全
身
に
喜
び
を
満
ち
あ
ふ
れ
さ
せ
白
い
雪
を
い
じ
り
続
け
た
の

だ
っ
た
。

「
そ
う
や
っ
た
ん
か
、
叱
り
つ
け
た
り
し
て
悪
か
っ
た
な
あ
／
、
」

思
わ
ず
、
こ
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
あ
る
神
ち
ゃ
ん
と
、
話
せ
る

言
葉
が
あ
っ
た
ら
な
あ
／
そ
ん
な
思
い
を
持
つ
父
ち
ゃ
ん
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
こ
の
雪
の
日
の
話
は
こ
こ
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

【
雪
の
異
変
を
知
ら
せ
た
ジ
ョ
ニ
ー
た
ち
】
．

や
っ
と
の
こ
と
雪
を
口
に
ほ
お
ば
っ
て
落
ち
つ
い
た
神
ち
ゃ
ん

を
み
と
ど
け
、
次
の
類
人
猿
舎
へ
行
っ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。

や
は
り
運
動
場
へ
の
吊
戸
を
開
け
て
や
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
体
重
、
キ
ロ
の
神
ち
ゃ
ん
の
父
親
ジ
ョ
ニ
ー
、
何
時
も
な
が

ら
の
勢
い
で
、
ダ
ダ
ダ
と
駈
け
出
た
。
次
の
瞬
間
、
「
ウ
ァ
オ
ー
や

５
１
１
１
１

零
＃

一タンの反応は？
何だかおかしいぞ, ’

蕊
壷
何
時
も
の
こ
と
な
が

姪
ら
、
声
を
か
け
神
ち
や

錘
ん
舎
を
出
よ
う
と
し
た

》
時
の
こ
と
で
あ
る
。

な
「
ギ
ャ
ー
、
ギ
ャ
ー
」

》
そ
れ
は
何
と
も
悲
し

云
い
大
声
で
私
の
足
を
ひ

郡
き
止
め
て
し
ま
う
。

神
「
ど
う
し
た
ん
や
／
」

一
生
す
ぐ
戻
っ
て
あ
れ
こ
れ

》
や
と
、
聞
い
て
や
っ
て

の
も
さ
っ
ぱ
り
解
ら
な
い

犀
「
水
道
ホ
ー
ス
が
さ
わ

恥
り
た
か
つ
た
ん
か
？
」

鋤
「
ホ
ー
キ
な
ん
か
？
」

秘
「
や
ハ
ナ
ナ
な
ん
か
？
」

露
オランウ
“うん？

§ 鰯:Ｉ
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ウ
ァ
オ
ｉ
、
ウ
ァ
オ
ー
」

人
間
の
耳
で
は
鼓
膜
が

葬
破
ぷ
け
そ
う
に
な
る
位

琴
の
す
ご
い
声
を
出
し
な

”
が
ら
、
毛
を
逆
立
て
、

て控
部
屋
に
逃
げ
一
戻
っ
て
き

霊
た
あ
と
、
さ
か
ん
に
私

錘
に
向
い
口
を
と
が
ら
せ

鈍
さ
ら
に
声
を
あ
げ
、
何

竺
か
を
訴
え
て
く
る
の
で

，陸
あ
っ
た
。

》
「
な
ん
や
、
ど
う
し
た

ジ
ん
や
」
返
事
を
し
て
や

れ
ば
、
な
お
さ
ら
声
を

は
り
あ
げ
、
私
に
視
線

を
向
け
続
け
る
。
し
か
も
、
そ
の
あ
と
は
、
さ
っ
と
メ
ス
た
ち
と

寄
り
集
ま
っ
て
、
抱
き
あ
う
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
神
ち
ゃ
ん
の
場
合
は
私
に
雪
を
取
れ
と
い
っ
て
き

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ジ
ョ
ニ
ー
は
、
雪
を
見
る
な
り
、

異
変
を
大
声
で
、
私
や
仲
間
に
訴
え
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
反
応

の
違
い
に
大
変
な
興
味
を
さ
そ
わ
れ
る
私
だ
っ
た
。

ジ
ョ
ニ
ー
に
続
い
て
、
隣
り
の
金
ち
ゃ
ん
と
チ
ェ
リ
ー
も
ま
た

同
じ
反
応
を
見
せ
て
き
た
。
オ
ス
の
金
が
先
に
駈
け
で
て
、
ま
た

し
て
も
、
ジ
ョ
ニ
ー
同
様
、
大
声
と
共
に
、
部
屋
に
逃
げ
戻
っ
て

き
て
は
、
チ
ェ
リ
ー
と
私
に
、
口
を
と
が
ら
せ
異
変
を
知
ら
せ
て

き
た
の
で
あ
る
。

そ
う
や
、
お
前
た
ち
は
部
屋
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
窓
も

な
く
、
屋
外
の
様
子
が
全
く
見
え
な
い
の
や
。
だ
か
ら
、
夜
中
に

降
り
積
も
っ
た
雪
に
び
っ
く
り
す
る
ん
や
。
し
か
も
そ
の
異
変
を

伝
達
す
る
知
恵
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
神
ち
ゃ
ん
の
方
は
、
ガ
ラ

ス
窓
を
透
し
て
屋
外
が
よ
く
見
え
る
部
屋
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

夜
明
け
と
共
に
、
降
り
続
く
白
い
も
の
を
不
思
議
な
思
い
で
見
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
ひ
と
り
っ
子
で
人
工
育
ち
と
あ
っ
て

は
、
そ
う
し
た
異
変
を
仲
間
へ
伝
達
し
て
行
こ
う
と
す
る
集
団
学

６
‐
１
１
１

習
を
全
く
会
得
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
手
で
触
れ
、
口
で
味
わ

っ
て
見
た
い
と
い
う
好
奇
心
を
真
っ
先
に
見
せ
て
き
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

【
カ
バ
や
サ
イ
、
キ
リ
ン
は
駈
け
出
て
ド
ス
ー
ン
】

全
く
同
じ
条
件
の
カ
バ
や
サ
イ
、
キ
リ
ン
た
ち
は
ど
う
だ
っ
た

か
、
真
っ
白
な
視
界
に
、
少
々
と
ま
ど
い
が
ち
、
そ
れ
で
も
、
戻

っ
て
仲
間
へ
伝
達
す
る
な
ど
高
度
な
行
動
は
や
は
り
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
つ
か
っ
か
と
駈
け
出
た
の
は
よ
い
が
、
思
わ
ず
、

足
を
滑
ら
せ
て
ド
ス
ー
ン
と
ひ
つ
く
り
返
っ
て
も
、
他
の
仲
間
た

ち
は
知
ら
ん
顔
、
同
じ
よ
う
に
駈
け
、
歩
く
ば
か
り
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
ま
た
、
あ
の
も
の
静
か
な
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
同
様
、
異
変
を
知
り
、
の
そ
り
と
、
ス
ロ
ー
な
足
ど

り
で
、
部
屋
に
戻
っ
て
き
た
。
と
思
っ
て
い
る
と
オ
ス
は
、
メ
ス

足
の
を
、
ギ
ュ
ウ
！
と
握
っ
て
、
外
へ
一
歩
も
出
さ
な
か
っ
た
。

「
お
い
、
外
が
お
か
し
い
か
ら
出
た
ら
あ
か
ん
」
と
い
わ
ん
ば
か

り
の
行
為
に
、
私
は
思
わ
ず
苦
笑
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
彼
等
の
視
界
を
さ
え
ぎ
っ
て
し
ま

う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
や
、
窓
な
し
飼
育
舎
に
、
一
考
を
要
す
る

こ
と
を
常
に
主
張
し
て
い
る
。

ガ
チ
ャ
リ
と
係
員
が
カ
ギ
の
音
を
さ
せ
る
ま
で
人
が
近
寄
っ
て

く
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
独
房
的
で
閉
鎖
的
な
飼
育
舎
よ
り
も
、

音
や
臭
い
や
光
の
方
向
が
、
一
望
に
見
渡
せ
る
視
界
を
オ
リ
の
中

の
動
物
た
ち
に
与
え
て
や
る
こ
と
こ
そ
が
、
せ
め
て
も
、
野
生
動

物
飼
育
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
最
低
の
条
件
で
は
な

か
ろ
う
か
。
八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

鴬

鍵

蕊

神ちゃんとお父ちゃんの筆者。
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1１７

幼 児歯科
小児歯科

SAMOTOPE D I A T R I C D E N T I S T R Y

佐本小児貢科

母親教室
( 初鯵日）火咽日午前９時3 0 分

金畷日午後１時3 0 分
( 木畷日は休診）

そごう前センター街束角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階
〒6 5 0 中央区三宮町１丁目５－１

ＴＥＬ（0 7 8 ）３３１－６３０２～３

こんにちは赤ちゃん

お友だちといっしょに
梢水美也子ちゃん／東灘区深江北町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

菖柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7）3 1 - 1 2 3 4 代表

〃
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豪華さとくつろぎと本物の味

ハイセンスな神戸っ子の憩いのオアシス
気品ある雰州気のなかでおくつろぎください

鱗
喫茶館

仏簡西屋
三宮・フラワーロード( 神戸市役所前）

冠(078>232-4643
7 8 3 0 A M - 1 0 : 3 O P M 第３水暇日休み

<姉妹店〉
喫茶館英国屋

神戸国際会館浜側査2 5 1 - 4 5 6 2

潜り戸を通って
" 花' ，のおふくろさんの味を
詫蕊､ 舞睡塚剥く雫，融, 鵜鎚‘需曾､ ! " へ* 侭，露蕊趣難, 鞭: 鍾瀧華: ､ 爽醒。

118

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



華
一
麓
な
る
食
べ
あ
る
記

ロ
シ
ャ
ン
テ
ク
レ
ー
ル

一
☆
ア
リ
ッ
ク
ス
氏
秘
伝
の
本
格
フ
ラ
ン
ス
料
理

ポ
ー
ト
ピ
ア
が
始
ま
っ
て
、
三
宮
界
隈
は
、
連
日
大
変
な
に
ぎ

わ
い
が
続
い
て
い
る
。
特
に
、
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
乗
り
場
に
隣

設
と
い
う
地
の
り
の
せ
い
か
、
三
月
六
日
オ
ー
プ
ン
し
た
三
宮
タ

ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
中
心
の
デ
パ
ー
ト
も
こ
れ
ま
た

す
ご
い
人
出
。
そ
の
ピ
ル
の
四
階
に
、
と
て
も
し
ゃ
れ
た
、
本
場

の
味
と
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
が
出
来
た
、
と
聞

い
て
、
さ
っ
そ
く
出
か
け
た
も
の
の
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
そ

こ
ね
、
階
段
を
歩
い
た
結
果
、
た
ど
り
着
い
た
時
に
は
、
洋
服
の

紙
袋
一
一
つ
も
持
っ
て
い
た
り
し
て
、
え
ら
い
損
や
。

さ
て
こ
の
店
、
下
の
に
ぎ
わ
い
が
嘘
の
よ
う
な
、
実
に
静
か
で

落
着
い
た
装
飾
。
特
に
花
も
よ
う
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
私
の
好
き
な

ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の
大
き
な
椅
子
、
白
い
壁
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

ぴ
た
っ
と
は
ま
り
、
そ
の
む
こ
う
に
は
、
ア
ー
チ
型
の
天
井
ま
で

届
く
鏡
、
金
の
輪
を
い
く
つ
も
重
ね
た
よ
う
な
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

が
ユ
ー
ー
ー
ク
で
、
料
理
が
運
ば
れ
て
く
る
ま
で
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し

て
い
た
。
「
シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー
ル
」
は
、
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
。

八
詔
Ｖ
脂
、
日
本
料
理
花

八
訂
Ｖ
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー
ル

心
小
山
乃
里
子
の

ノ
コ
ち
や
ん

リ
ヨ
ン
の
山
崎
さ
ん
と
淡
路
屋
さ
ん
の
共
同
経
営
と
い
う
か
、
合

弁
会
社
と
き
い
た
。
な
る
ほ
ど
、
寺
本
社
長
も
顔
を
み
せ
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
、
山
崎
さ
ん
の
先
生
、
フ
ラ
ン
ス
版
人
間
国
宝
と
も
い

う
べ
き
最
優
秀
料
理
人
賞
の
持
ち
主
、
ジ
ャ
ン
・
マ
ル
ク
。
ア
リ

ッ
ク
ス
さ
ん
が
、
愛
弟
子
の
応
援
に
は
る
ば
る
来
日
な
さ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
居
合
わ
せ
た
。
世
界
各
国
に
味
の
大
使
と
し
て
フ
ラ

ン
ス
を
代
表
し
て
出
か
け
ら
れ
る
程
の
人
物
と
う
か
が
っ
て
、
横

に
坐
っ
て
い
て
も
緊
張
し
ち
ゃ
う
が
、
お
料
理
の
モ
ッ
ト
ー
は
な

ん
で
す
か
と
伺
う
と
、
ゆ
っ
く
り
煮
る
こ
と
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
。

素
材
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
大
切
に
、
そ
し
て
煮
込
み
の
大
切
さ
。

そ
し
て
何
よ
り
、
す
ぐ
れ
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
だ
そ
う
で
、
さ

し
ず
め
山
崎
さ
ん
も
そ
の
一
人
な
の
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
要
は
お

客
さ
ま
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
う
、
食
べ
さ
せ
る
こ
と

に
全
て
を
か
け
て
い
る
、
と
ま
で
い
わ
れ
た
。
当
り
前
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
人
が
い
う
と
迫
力
が
あ
る
。

今
日
は
、
モ
ザ
イ
ク
・
ド
ゥ
・
レ
ギ
ュ
ー
ム
（
野
菜
で
作
っ
た

モ
ザ
イ
ク
模
様
の
テ
リ
ー
ヌ
）
を
ま
ず
い
た
だ
い
た
。
ほ
う
れ
ん

草
、
さ
や
い
ん
げ
ん
、
人
参
、
シ
ャ
ン
ピ
ニ
オ
ン
、
肉
の
ム
ー

ス
、
こ
れ
ら
が
実
に
き
れ
い
な
の
だ
。
美
容
食
と
い
う
感
じ
で
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
人
気
が
あ
る
と
か
。
舌
ピ
ラ
メ
の
パ
イ
包
み
、
ソ

銀

１
１１９
１
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雪
》

磯
>歳，蕊織Ｉ

錨剃

シャンテクレール

モザイク・ドゥ・レギューム、舌ビラメのパイ包み、サラ
ダ・ブリ・コンポーゼミ洋なしのタルト・アリックス風

美味しいものには国境がない。アリックスさんの
人柄そのもののやさしい味に思わずにっこり。

鯛酷熱
蕊
竃nhＦ

；

あ
わ
い
ピ
ン
ク
色
の
い
か
の
長
細
い
切
り
身
。
中
程
に
ち
よ
ぃ

と
包
丁
の
切
れ
目
を
入
れ
、
両
端
を
ぐ
っ
と
一
つ
に
ま
と
め
る
。

そ
れ
を
五
つ
、
や
や
丸
く
に
ぎ
ら
れ
た
ご
は
ん
の
上
に
並
べ
、
真

中
に
い
く
ら
が
五
粒
、
桜
の
小
枝
の
横
で
、
な
ん
と
見
事
に
そ
れ

は
桜
の
花
に
な
っ
た
。
や
や
薄
墨
色
の
さ
よ
り
が
、
ぴ
ち
つ
と
房

の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
の
は
藤
の
花
。
白
い
さ
よ
り
を
す
き
っ
と

丸
く
な
ら
べ
た
の
は
菊
の
花
で
あ
る
。

お
寿
司
を
食
べ
に
来
た
の
で
あ
る
。
以
前
、
あ
る
所
で
食
べ
た

折
詰
、
お
い
し
い
ね
え
、
と
言
っ
た
ら
、
花
銀
の
名
前
が
見
え
た
。

だ
か
ら
今
日
は
楽
し
み
に
し
て
待
っ
て
い
た
。
な
の
に
さ
っ
き
か

ら
、
箸
が
出
せ
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
嘆
息
を
つ
い
て
、
板
場
の

松
林
さ
ん
の
手
先
を
見
つ
め
て
い
る
。
こ
の
道
三
十
三
年
と
い
う

彼
も
、
こ
ん
な
に
び
っ
く
り
す
る
客
は
珍
ら
し
い
の
か
、
バ
ラ
ン

を
小
さ
く
切
っ
て
、
包
丁
ぐ
る
つ
と
入
れ
て
、
ほ
れ
、
こ
れ
ぞ
う

り
み
た
い
や
ろ
、
こ
こ
に
ワ
サ
ビ
な
ん
か
入
れ
て
出
す
と
し
ゃ
れ

て
る
だ
ろ
う
、
な
ん
て
言
い
な
が
ら
、
手
品
み
た
い
に
色
々
見
せ

て
く
れ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
に
、
見
事
な
鶴
の
飾
り
物
が
あ
っ

０
１
２
１
１

１
ス
に
か
ら
め
て
食
べ
た
。
。
ハ
イ
の
シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
感
じ
と
、

中
の
ヒ
ラ
メ
の
柔
ら
か
さ
。
口
の
中
で
も
つ
れ
合
っ
て
と
け
た
。

サ
ラ
ダ
・
ブ
リ
・
コ
ン
ポ
ー
ゼ
・
つ
ま
り
フ
ル
ー
ツ
の
サ
ラ
ダ
は
、

オ
レ
ン
ジ
、
イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
リ
ン
ゴ
、
色
の
配
色
の
美
し

さ
に
し
ば
し
、
手
を
出
し
か
ね
た
。
デ
ザ
ー
ト
は
、
洋
な
し
の
タ

ル
ト
・
ア
リ
ッ
ク
ス
風
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
神
戸
の
幸
と
書
か
れ

た
牛
肉
料
理
や
、
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
・
マ
ル
セ
ー
ヌ
風
な
ん
て
の
も

あ
る
。
ワ
イ
ン
も
色
々
取
り
揃
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
度
は
途

中
で
洋
服
な
ど
買
わ
ず
、
ポ
ー
ジ
ョ
レ
ー
を
一
本
注
文
し
よ
う
と

思
っ
た
。

ス
ズ
キ
の
む
し
煮
マ
ル
ク
ア
リ
ッ
ク
ス
風
／
三
五
○
○
円
神
戸
肉
フ
ィ
レ
の
カ
シ
ス

風
味
／
五
○
○
○
円
ラ
ン
チ
・
ニ
ー
ス
風
／
一
八
○
○
円
パ
リ
風
／
四
五
○
○
円

中
央
区
雲
井
通
８
丁
日
国
鉄
三
ノ
宮
駅
柵
内
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
４
階
念
２

３
２
１
１
６
８
２
無
休
午
前
７
時
ｌ
午
後
ｍ
時

☆
モ
ダ
ン
な
フ
ロ
ア
に
包
丁
さ
ば
き
の
妙

口
花
銀
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○

苗軒

花銀

１
１２１
１

謬訂聯託 密議

た
。
な
ん
と
、
い
か
の
こ
う
ら
を
使
っ
て
彼
が
作
っ
た
も
の
と
か
。

そ
し
て
、
に
ぎ
り
や
お
造
り
の
の
っ
て
い
る
黒
ぬ
り
の
長
い
お
皿
、

と
い
う
か
お
盆
、
由
緒
あ
り
げ
な
こ
れ
が
、
支
配
人
の
手
造
り
、

と
い
う
の
だ
か
ら
お
そ
れ
入
る
。
今
日
は
感
心
し
に
来
た
の
か
、

食
べ
に
来
た
の
か
ど
っ
ち
や
、
と
松
林
さ
ん
、
口
は
ボ
ン
ボ
ン
言

う
が
目
が
笑
っ
て
る
。

ハ
ィ
ハ
ィ
、
い
た
だ
き
ま
す
、
ワ
ァ
ー
、
こ
れ
は
珍
ら
し
い
ね
、

ト
ロ
と
子
持
ち
コ
ン
ブ
巻
き
、
歯
に
プ
チ
プ
チ
と
当
る
の
が
な
ん

と
も
言
え
な
い
。
か
い
わ
り
草
の
に
ぎ
り
、
ち
ょ
っ
と
塩
を
し
て
、

し
な
つ
と
な
っ
た
味
が
良
い
。
あ
じ
の
姿
寿
司
し
そ
の
葉
の
香

り
が
う
ま
く
と
け
合
っ
て
お
い
し
か
っ
た
。
う
な
ぎ
の
印
篭
煮
、

骨
も
な
に
も
か
も
、
と
ろ
り
と
口
の
中
で
と
け
た
。
艶
々
し
た
青

い
葉
の
横
に
、
い
か
の
椿
の
花
。
思
い
切
っ
て
口
に
入
れ
る
。
花

銀
と
い
う
か
ら
に
は
、
花
を
一
つ
は
入
れ
な
く
て
は
、
と
の
こ
と
。

し
か
し
不
思
議
な
店
で
あ
る
。
日
本
料
理
の
包
丁
さ
ば
き
の
妙

を
味
わ
え
る
反
面
、
店
内
は
超
モ
ダ
ン
と
い
う
か
、
二
階
三
階
の

フ
ロ
ア
ー
に
い
た
っ
て
は
、
ど
こ
か
の
高
級
ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
感

じ
な
の
だ
。
自
動
ピ
ア
ノ
が
静
か
に
流
れ
、
壁
に
は
動
く
ス
ラ
イ

ド
が
華
麗
に
写
し
出
さ
れ
る
。
椅
子
は
、
二
階
の
み
皮
張
り
だ
が
、

あ
と
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
し
て
も
、
朱
の
ビ
ロ
ー
ド
張
り
の
長
椅

子
、
黒
い
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
。
見
合
い
な
ど
に
使
わ
れ
る
と
い
う

の
が
良
く
わ
か
る
。
昨
年
の
暮
に
オ
ー
プ
ン
し
た
別
館
も
つ
い
で

に
の
ぞ
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
会
員
制
だ
が
、
ビ
ジ
タ
ー
も
Ｏ
Ｋ
と

の
こ
と
。
こ
ち
ら
は
八
部
屋
全
部
畳
敷
き
。
な
ん
と
マ
ー
ジ
ャ
ン

ル
ー
ム
も
あ
る
。
内
藤
さ
ん
も
時
々
こ
こ
で
将
棋
を
な
さ
る
と
か
。

最
近
、
仕
出
し
部
門
も
出
来
た
。
ふ
い
の
お
客
さ
ん
な
ど
に
便
利

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
味
と
こ
の
値
段
は
本
当
に
安
い
と
思
う
。

本
店
、
別
館
共
に
、
社
長
の
御
趣
味
と
か
の
外
国
製
の
ポ
ス
タ
ー

が
決
っ
て
お
り
ま
し
た
。

に
ぎ
り
／
花
・
１
９
０
０
円
銀
・
２
３
０
０
円
上
・
２
８
０
０
側
特
上
・
３
５

０
０
円
宴
会
コ
ー
ス
／
３
５
０
０
円
よ
り

本
店
／
中
央
区
二
宮
町
３
丁
目
加
露
２
２
２
１
２
３
２
３
午
前
ｎ
時
”
分
Ｉ
午
後

、
時
”
分
第
３
火
暇
休

別
館
／
中
央
区
二
宮
町
３
丁
目
５
１
浬
溝
２
２
２
１
２
３
２
３
午
後
４
時
訓
分
１

，
時
日
祝
休

＝壁
篭

にぎり（花）赤だし、造り付1 9 0 0 円にきりをのせた
黒塗の皿がユニーク

「この店がお脂屋さん? ! 」と思わず声を出したくなる
モダンな店内。駒田店長と。
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神戸っ子のサンバ集大成

ＬＰレコード

ＳﾊIWBハdePORTOPIハ
サシバデボートピァ

演奏月刊神戸っ子サンバチーム

定価2 , 5 0 0 円
（送料3 5 0円）

神戸まつりに、いろいろなパーティ雁、神戸の街は
サンバのリズムがあふれています。そんな神”のサ
ンバのオリジナル1 2 曲を収録したレコー・ドが完成。
S I D I z A

1 , サンバ デポーートビア
2 . 歌え蝿れ神) 『っｒ
3 . パジダのサンバ
4 . 宇湖
5 . ダツ
6 ．ワシ

遊泳8 ８

S １ＤＥＢ

1 . ､ リンパヂアイジジド
2 . 向いｶ ﾓ ﾒ の､ ﾘ ﾝ ﾊ ﾟ
３. オッチョコチョイのサンバ
4 . 辿いかけてサンバ

ドモー室ングゴーヒー５. おまつ
グソルポートピブ６ . ラプリ

市内主要レコード店、月刊神戸っ子、サントノーレ、
シャンゼリゼ、キャンティ北店などで発売。

･ お問い合わせ・お申し込みは
神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ビル７Ｆ
月刊神戸っ子編集部公〈0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6

伝統美を現代に創る花嫁

本
炉
ノ
く
才

店> ベル・ジュバンスの専門店
三宮神社北東三上ビル2ＦＴＥＬ､ 3 3 1 8 8 9 4 . 4 9 1 7

<芦屋支店〉
芦屋 ･ 阪神芦屋駅山側 ＴＥＬ､0797.-22-4067

籍騒i照瀧識i嘗
卑随結髄式瑚生脚神社公館･プラン。F・プラン・阪急六甲山ホテル･鯛I側他

蕊美容室ｴ リザベス
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